
（様式第４号） 上田市認知症高齢者等支援ネットワーク協議会 会議概要 

１ 審 議 会 名 上田市認知症高齢者等支援ネットワーク協議会  

２ 日   時 令和５年 7 月 6 日（木）午後 1 時半から午後３時まで  

３ 会   場 上田市役所本庁舎５階 大会議室   

４ 出 席 者 飯島会長、前田副会長、滝沢委員、小市委員、龍野委員、佐藤委員、杉本委員、柳澤

委員、山嵜委員、遠藤委員、小池委員、杉浦委員、宮原委員、代理林氏、中澤委員、

田中賢司委員、宮入委員、田中広一委員、宇佐美委員 

 

５ 市側出席者 北島福祉部長、西嶋高齢者介護課長、酒井課長補佐、大木高齢者支援担当、中村

認知症地域支援推進員、佐々木高齢者支援担当 

 

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  1 人  

８ 会議概要作成年月日 令和 5 年 7 月 26 日  

協  議  事  項  等 
 

１ 開会（高齢者介護課長） 

 

２ あいさつ（福祉部長）   

 

３ 委員の委嘱について (高齢者介護課長) 

  ・委嘱期間は、令和５年５月 1日から令和７年４月３０日までの２年間お願いしたい。 

  ・委員長及び副委員長の選出について 

（委員長）飯島裕一氏 （副委員長）前田美枝子氏 

 

３ 協議事項 

（１）令和４年度認知症施関連事業の実施状況について 

（２）令和５年度認知症施関連事業の実施状況について 

   事務局から、令和 4年度、５年度に実施した、認知症関連施策についてまとめて報告。 

・研修等・・コロナ禍で研修の回数は減少していたが、今年度は元年度かそれ以上になる見込み 

・啓発活動・・ 認知症講演会、電子掲示板利用、図書館との連携 

 ・上田市認知症高齢者見守りネットワーク登録事業 令和 4年 12月末 103名登録 

 ・認知症高齢者個人賠償責任保険・・保険料は市が負担 

 ・オレンジカフェ・・市内 10ヵ所 

 ・本人ミーティング この後田中委員から説明予定 

 ・やすらぎ支援員派遣事業 利用者が少ないため、それが課題 

  令和 3年度の高齢者虐待の状況について報告 

    ・・令和 3年度通報件数は 16件、うち虐待と判断された件数は 3件 

 

（３）認知症希望条例について 

 事務局  令和５年３月の議会で、世田谷区が認知症になってもだれもが自分らしく希望をもって暮

らすことのできる地域共生社会を目指すために「世田谷区認知症とともに生きる希望条

例」を策定した。上田市でも制定したらどうか。という意見をいただいた。 

 委 員  上田市版で作成するのはよい案だと思う。 

 委 員  認知症の症状を遅らせるためにも、人との関わりやつながりが大切になってくるので、予

防のことについても宣言に入れられればよい。 



委 員  市民皆が認知症について正しく理解することで、皆が幸せになる方法を考えることにつな

がる社会づくりにつながると思う。 

 委 員  認知症の当事者の尊厳を大切にし、当時者自身の言葉を盛り込んだ宣言になればよい。 

 委員長  今後、宣言または条例について委員の皆様等で検討を進めるということで反対意見なし。 

 

（３）その他  

    ・今後のスケジュールについて 

     

４ 閉会 

 


